
子 ど も の 貧 困 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 

～子どもの貧困対策に関する基本方針策定を踏まえて～ 

 

■ 開催日時：平成 29年 6 月 17日（土） 

■ 開催場所：七生公会堂 

■ 参加者数：約 250 人 

■ アンケート回収枚数：158 枚 

 

1. 本日の内容について 

・とてもよかった     95人 

・よかった        49人 

・どちらともいえない   3人 

・よくなかった      1人 

・無回答         10人 

 

2. 年齢をお聞かせください 

・２０歳未満       0人 

・２０歳代        6人 

・３０歳代        11人 

・４０歳代        36人 

・５０歳代        51人 

・６０歳代        34人 

・７０歳代以上      18人 

・無回答         2人 

 

3. 立場をお聞かせください (複数回答） 

・日野市民        65人 

・日野市民以外      34人 

・民生児童委員      29人 

・福祉事業所関係     7人 

・行政関係        47人 

・その他         19人（教育関係等） 

・無回答          1人 

 

 

 

 

アンケート集計結果 
資料 ３ 



4. このシンポジウムをどこでお知りになりましたか (複数回答） 

・広報ひの            36人 

・市のホームページを見て     4人 

・チラシを見て          80人 

・新聞記事を見て         2人 

・知人からの紹介         20人 

  ・その他             32人（関係会議等） 

  ・無回答             5人 

 

5. 今後の日野市の「子どもの貧困対策」に対してのご意見 

・市長が力を入れていることが伝わった。ほっとも☀の支援はすばらしいと思った。拠点が市内にた

くさんできると良い。 

 

・「安心して話せることのできる若者、大人の存在する大切さ」は重要。声をかけると不審者になっ

てしまう空気、分断されている生活も問題だと思う。 

 

・現状に基づいた方針策定、素晴らしいと思った。市外からの参加で勉強に参りましたが、何かをは

じめるなら、現状調査から始めることが大切だと思った。 

 

・「何故、質疑の時間がないのか」、「基本方針に対するＫＰⅠ（数値目標ｅｔｃ）を設定するのか」、

「貧困率に対する経年変化を見ていく予定」について、どこかで知らせていただきたい。 

 

・日野の貧困に関する取り組みについてもっと発信してほしい。何かしたいとと考えている市民は

「どこに連絡をしたらよいか」、「どんなことができるか」など具体的にわかれば協力しやすくなると

思う。 

 

・どのように人が貧困に陥るのか、その過程が見えてこない。その過程が見える資料がほしい。 

 

・パネルディスカッションの時間が短く感じた。 

 

・セーフティネットコールセンターの位置づけは？ 

 

・オール日野でとりくむ子どもの貧困対策は素晴らしいと思う。●●市でも参考にさせて頂きたい。 

 

・まだまだ、多くの課題があると思う。しかし、日野市はこの貧困に真剣に取り組むというメッセー

ジになっていると思う。失敗を恐れずに、仮に失敗したら改善すれば良いという気持ちで実行しても

らいたい。また、作成した方針は運用していく中で、修正する必要があるかもしれない。 

臨機応変に対応し、是非 5年後に目に見える成果が出ることを期待する。 


